
 １．はじめに

この工事は、海岸保全工事で鋼管杭基礎の上に
棚ブロック（鉄筋コンクリート構造）、波返工を
施工するものである。棚ブロックは１ブロック当
たり、幅４．４０m、長さ１２．０m、高さ１．５０m（構造
下端＋２．００、上端＋３．５０）、型枠工は約３０m２で、
コンクリート打設量は約８０m３で潮待ちでの施工
となる。

工事概要
�１ 工 事 名：地方港湾竹原港港湾海岸保全工事
�２ 発 注 者：広島県西部建設事務所
�３ 工事場所：広島県竹原市吉名町沖辺地区
�４ 工 期：平成２２年１０月５日～

平成２３年５月３１日
・工事延長 L＝８１m
・鋼管杭打設 N＝４本 ・鋼矢板打設 N＝３９枚
・棚ブロック N＝３基 ・波返工L＝６８．９m

２．現場における問題点

発注図面の標準断面及び測点断面では棚ブロッ
クの背面側に型枠を設置するための施工スペース
はあったが、多くの箇所（全体の６割程度）では
施工スペースはおろか型枠材すら入らない状況だ
った。（図―１）

通常、施工スペースは型枠材（丸パイプ含む）
として１５cm、作業員の作業スペースとして３５cm
の合計５０cm程度は必要となるので、どういった
方法で施工スペースを確保するか問題となった。
まず、既設護岸を取り壊すことを検討した。護
岸を取り壊すことにより背面の陸上部分が２m
程度狭くなり、資材置き場やクレーン、コンクリー
トポンプ車などの施工ヤードとして使用するにあ
たり問題となった。取壊し後、仮設矢板を打ち込
むことも検討したが、できるだけ費用のかからな
い方法で検討する必要があったため別の方法で検
討した。
背面の型枠を設けずに施工できるかを検討した。
棚ブロックの背面はコンクリート打設後に脱型
し、コンクリートで埋戻しをするようになってい
た。発注者に確認したところ、型枠を設けずに本
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図―１ 標準断面図
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体コンクリートと埋戻しコンクリートを一体で打
設することに問題はないとのことだった。
通常、型枠を設置する場合は、セパレーターな
どを使用して所定の寸法を確保し、周辺の頑丈な
場所からパイプサポートで支保し固定する。よっ
て型枠が前面だけとなる張コンを施工する場合、
所定の位置に精度よく頑丈に設置するための方法
に工夫が必要となった。

３．工夫・改善点と適用結果

前面は海中のためパイプサポートで支えること
は不可能と考えられた。（図―２）
その為セパレーターを溶接で固定することにし
た。

最上段のセパレーターは、鋼管杭（６．０m間隔
で２本）の上にH形鋼１５０を固定し、そのH形鋼
に溶接をして取り付けた。（図―３）
下の２段は鋼矢板に溶接をした。鋼矢板は延長
方向に連続しているため、そのまま溶接した。
セパレーターの間隔は、高さは４５cm、６０cmで、
延長方向は５０cm間隔とした。（図―４）
所定の位置に水糸を張り、型枠の通りがでるよ
うに、また、鉛直度に注意し偏心がないよう十分
に確認を行いながら溶接して固定した。溶接個所
は全数ハンマーによる打撃確認を行った。生コン
クリートの打設は１層の打ち込みを５０cm以下と
し、打設中は常時型枠の偏心の有無を監視した。
このようにして型枠を設置し、生コンクリート
を打設したところ、型枠の偏心もなく精度の良い
コンクリート構造物が築造できた。

４．おわりに

溶接などは施工にあたり発注者の承諾が必要と
なる。また、海岸構造物のため塩害対策として対
策用の Pコンの使用が望ましいと思われる。
また、セパレーターの溶接固定は溶接技術が非
常に重要となるので、溶接は有資格者であること
は当然として、信頼のある取引業者のなかから選
定することが必要と思われる。また、溶接個所の
全数打撃検確認は必須と思われる。

図―２ 前面型枠組立状況

図―３ Ｈ形鋼設置状況

図―４ セパ取付け図
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